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キャッシュフロー計算書
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　　資金増減額
　　資金期首残高
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79,365,233
8,763,835,409

６ 資本金
７ 剰余金

248,910,990
△ 1,798,952,482
△ 1,550,041,492

7,213,793,917

4,597,380
2,689,129
1,603,887

304,364
701,006

5,298,386
34,001

5,332,387
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241,144
5,430,803

2,083
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△592,280

88.6%
△132,418

97.6%
△100,500

98.2%
158 

4,606,666
2,812,152
1,474,274

320,239
710,593

5,317,259
12,300

5,329,558
5,205,848

228,045
5,433,893

7,695
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97.9%
△112,030

97.9%
－
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3,400,593
1,434,388

225,889
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281,969
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1,248,899
7,118,544
△526,806

90.6%
87,555
101.5%

△1,110,166
84.4%
－

5,171,656
3,505,321
1,437,705

228,630
778,502

5,950,158
256,163

6,206,321
5,364,093

280,209
5,644,302

8,298
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△192,437

96.4%
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105.4%
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－
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3,300,545
1,418,744
232,036
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11,335
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94.9%
－

医師数の推移（H15年度～28年度4月）

患者数の推移

診療報酬稼働額の推移

業者交渉による経費節減 病院事業管理者

平成27年度の病院事業決算報告と業績評価　　　　　　　　　　　　　

病院再生の成就宣言と謝辞
図１

図２

図３

図４

■
病
院
再
生
の
成
就
宣
言
と

　
謝
意
の
表
明

　

田
川
市
立
病
院
は
、
資
金
不
足
と
医

師
の
急
激
な
引
き
揚
げ
な
ど
に
よ
り
、

平
成
20
～
21
年
度
に
不
良
債
務
を
計
上

し
、
経
営
と
医
療
の
両
面
で
破
た
ん
に

陥
り
ま
し
た
。
平
成
22
年
度
以
来
、
新

設
さ
れ
た
病
院
事
業
管
理
者
と
し
て
、

全
職
員
と
と
も
に
経
営
と
医
療
の
改
革

を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
苦
節
6
年
の

努
力
が
実
り
、
平
成
27
年
度
決
算
に
お

い
て
、
経
営
の
再
生
と
医
療
の
再
生
の

い
ず
れ
も
が
ほ
ぼ
成
就
さ
れ
た
こ
と
が

示
さ
れ
、
こ
こ
に
念
願
の「
病
院
再
生
」

の
成
就
を
宣
言
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
決
算
で
18
年
ぶ
り
に
経

常
収
支
黒
字
を
達
成
し
、
平
成
27
年
度

決
算
で
は
、
2
年
連
続
の
経
常
収
支
黒

字
、
さ
ら
に
19
年
ぶ
り
の
病
院
事
業

収
支
黒
字
を
実
現
し
ま
し
た
。
経
常

収
支
が
2
年
連
続
の
黒
字
で
あ
っ
た

こ
と
、
ま
た
、
医
療
と
経
営
の
確
実

な
向
上
が
持
続
し
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
市
立
病
院
は
そ
の
再
生
過
程
の

時
期（T

he T
urnaround P

hase

）を

ほ
ぼ
終
了
し
た
と
判
断
し
ま
す
。こ
れ

か
ら
は
、再
生
後
の
時
期（T

he P
ost-

turnaround E
ra

）に
入
り
、新
た
な
病

院
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
再
生
に
向
け
た
医
療
と

経
営
の
改
革
に
対
し
、
強
い
熱
意
と
団

結
心
を
も
っ
て
尽
力
さ
れ
た
病
院
の
全

職
員
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
謝
意
を
表
し

ま
す
。
ま
た
、
本
院
の
再
生
に
当
初
か

ら
強
い
決
意
で
取
り
組
ま
れ
た
市
長
を

は
じ
め
と
す
る
市
の
職
員
、
議
員
、
関

係
者
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
こ
れ
ま
で

の
一
貫
し
た
支
援
に
、
深
甚
の
謝
意
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
国
際
的
に
数

少
な
い「
病
院
再
生
」の
学
術
専
門
書
の

教
え
に
従
い
、
こ
こ
に
「
病
院
再
生
の

成
就
宣
言
と
貢
献
者
へ
の
謝
意
の
表
明
」

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
（
参
照
、

A
nthony K

. Jones : L
eading 

a hospital turnaround, H
ealth 

A
dm

inistration P
ress, 2014

）。

■
自
治
体
病
院
と
一
般
会
計
等
繰
出
金

　

地
方
公
共
団
体
が
運
営
す
る
病
院
事

業
は
、
公
営
企
業
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

地
方
公
営
企
業
法
の
財
務
規
定
な
ど
が

適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
方
公
営
企
業

の
経
営
の
基
本
原
則
は
、「
企
業
の
経

済
性
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
公
共
の

福
祉
を
増
進
す
る
よ
う
に
運
営
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
自
治
体
病
院
は
、
経
済
性
の
発

揮
の
観
点
か
ら
通
常
の
医
療
に
は
採
算

制
の
保
持
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
公
共

の
福
祉
の
観
点
か
ら
民
間
医
療
機
関
な

ど
が
行
わ
な
い
不
採
算
医
療
な
ど
を
提

供
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
地
方
公
営
企
業
は
、
受
益
者
負

担
に
な
じ
ま
な
い
経
費
は
当
該
地
方
公

共
団
体
の
一
般
会
計
な
ど
で
負
担
し
、

そ
れ
以
外
の
経
費
は
経
営
に
伴
う
収
入

を
も
っ
て
賄
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
、

独
立
採
算
制
の
原
則
が
適
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

地
方
公
営
企
業
の
経
費
の
う
ち
、
一

般
会
計
な
ど
で
負
担
す
べ
き
経
費
の
こ

と
を
「
一
般
会
計
等
繰
出
金
」
と
い
い
、

こ
れ
に
は
、
地
方
公
営
企
業
に
負
担
さ

せ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
経
費
で
あ
る

「
１
号
該
当
経
費
」と
、
い
か
に
能
率
的

な
経
営
を
行
っ
て
も
地
方
公
営
企
業
に

負
担
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
な
経
費
で
あ

る「
２
号
該
当
経
費
」の
２
種
類
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
一
般
会
計
等
繰
出
金
の
趣

旨
と
基
準
は
毎
年
総
務
省
か
ら
具
体
的

に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
上
の
理
由
か

ら
、
自
治
体
病
院
で
は
、
医
業
収
支
に

一
般
会
計
等
繰
出
金
を
加
え
た
経
常
収

支
が
重
視
さ
れ
、
経
営
状
況
を
判
断
す

る
指
標
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
院
の
一
般
会
計
等
繰
出
金
総
額
は
、

平
成
27
年
度
は
10
億
４
千
２
百
万
円

で
、
内
訳
は
企
業
債
４
億
６
千
６
百
万

円
（
病
院
建
築
費
３
億
７
千
６
百
万
円
、

病
院
建
築
費
以
外
９
千
万
円
）、
１
号

該
当
経
費
（
基
礎
年
金
拠
出
費
、
児
童

手
当
な
ど
）
２
億
５
千
７
百
万
円
、
２

号
該
当
経
費
３
億
１
千
9
百
万
円
で
す
。

内
訳
の
比
率
は
、
企
業
債
44
．
７
％
、

１
号
該
当
経
費
24
．
６
％
、
２
号
該
当

経
費
30
．
６
％
で
す
。
特
に
注
目
す
べ

き
点
は
、
実
際
に
不
採
算
医
療
に
対
し

て
行
わ
れ
た
一
般
会
計
等
繰
出
金
は
３

億
１
千
９
百
万
円
で
、
全
体
の
３
割
に

過
ぎ
な
い
こ
と
で
す
。
ま
た
、
平
成
28

年
度
に
は
、
一
般
会
計
等
繰
出
金
総
額

は
９
億
６
千
６
百
万
円
で
前
年
比
７
千

６
百
万
円
減
少
し
ま
し
た
。
減
少
の
主

な
要
因
は
、
２
号
該
当
経
費
が
２
億
３

千
２
百
万
円
（
全
体
の
２
割
５
分
）
と

前
年
比
８
千
７
百
万
円
削
減
さ
れ
た
こ

と
で
す
。
当
院
で
は
、
一
連
の
経
営
努

力
に
よ
り
２
号
該
当
経
費
の
削
減
に
努

め
て
き
ま
し
た
が
、
幸
い
平
成
28
年
度

か
ら
減
少
に
転
じ
ま
し
た
。

　

重
要
な
こ
と
は
、
当
院
の
一
般
会
計

等
繰
出
金
が
高
額
な
の
は
、
平
成
40
年

度
ま
で
返
済
が
継
続
す
る
病
院
建
築
費

企
業
債
が
３
億
７
千
６
百
万
円
と
飛
び

ぬ
け
て
多
い
（
全
体
の
40
％
弱
）
た
め

で
す
。
な
お
、
一
般
会
計
等
繰
出
金
総

額
か
ら
病
院
建
築
費
企
業
債
を
差
し
引

い
た
額
は
、
類
似
病
院
と
比
較
す
る
と

２
億
円
以
上
も
低
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
平
成
27
年
度
決
算

　

損
益
計
算
書
で
は
、
経
営
の
指
標
と

さ
れ
て
い
る
経
常
収
支
は
、
経
常
収
益

59
億
５
千
万
円
、
経
常
費
用
56
億
４
千

４
百
万
円
、
経
常
収
支
比
率
１
０
５
．

４
％
、
経
常
利
益
３
億
６
百
万
円
と
２

年
連
続
の
黒
字
と
な
り
、
黒
字
額
も
前

年
度
比
２
億
１
千
８
百
万
円
増
加
し
ま

し
た
。
ま
た
、
医
業
収
支
は
、
医
業
収

益
51
億
７
千
２
百
万
円
、
医
業
費
用
53

億
６
千
４
百
万
円
、
医
業
収
支
△
１
億

９
千
２
百
万
円
、
医
業
収
支
比
率
96
．

４
％
で
あ
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
医

業
収
益
１
億
１
千
百
万
円
の
増
に
対
し

て
、
医
業
費
用
は
２
億
２
千
４
百
万
円

の
減
と
な
り
、
医
業
収
支
は
３
億
３
千

４
百
万
円
の
増
と
顕
著
な
改
善
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
で
は
、

資
金
増
額
２
億
９
千
２
百
万
円
、
期
首

残
高
３
億
９
千
百
万
円
、
期
末
残
高
６

億
８
千
４
百
万
円
と
さ
ら
に
改
善
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

■
医
療
の
向
上

　

医
師
確
保
で
は
、
平
成
22
～
27
年
度

の
６
年
間
で
、
病
院
事
業
管
理
者
が
大

学
訪
問
を
５
６
０
回
行
い
、
常
勤
医

師
41
人
、
非
常
勤
医
師
57
人
を
新
規

招し
ょ
う
へ
い

聘
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
34
人
の
医

師
が
引
き
揚
げ
ま
し
た
が
、
平
成
28

年
4
月
時
点
の
人
数
は
常
勤
医
師
40

人
、
非
常
勤
医
師
52
人
と
な
り
、
ほ
ぼ

必
要
な
医
療
を
提
供
で
き
る
体
制
に
な

り
ま
し
た
（
図
１
）。
こ
の
結
果
、
が

ん
、
心
疾
患
な
ど
へ
の
高
度
・
専
門
医

療
、
救
急
医
療
、
周
産
期
・
小
児
医
療

な
ど
を
含
め
、
患
者
数
が
全
体
と
し
て

増
加
し
（
図
２
）、
ま
た
、
急
性
期
医

療
へ
の
転
換
な
ど
で
診
療
単
価
が
増
加

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
診
療
報
酬
稼
働

額
は
、
６
年
間
で
43
億
８
千
４
百
万
円

か
ら
51
億
５
百
万
円
へ
と
７
億
２
千
百

万
円
増
加
し
ま
し
た
（
図
３
）。

　

教
育
研
修
で
は
、
診
療
・
患
者
サ
ー

ビ
ス
・
経
営
の
３
要
素
か
ら
な
る
「
医

療
の
質
」
の
向
上
に
病
院
全
体
で
取
り

組
み
、
そ
の
評
価
を
、
当
院
に
設
置
す

る
総
合
医
学
会
が
主
導
す
る
自
病
院
方

式
と
全
国
自
治
体
病
院
協
議
会
方
式
で

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
臨
床
研
修
で

は
、
基
幹
型
臨
床
研
修
病
院
の
指
定
を

得
ま
し
た
。

■
経
営
の
安
定
化

　

医
業
収
益
の
向
上
と
徹
底
し
た
医
業

費
用
の
削
減
に
努
め
、
な
か
で
も
医
療

機
器
、
薬
剤
、
診
療
材
料
、
委
託
で
は
、

病
院
事
業
管
理
者
が
直
接
価
格
交
渉
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
6
年
間
で
４
８
６

業
者
と
７
７
５
回
の
交
渉
を
行
っ
た
結

果
、
経
費
節
減
額
は
１
１
億
８
千
６
百

万
円
（
年
間
１
億
９
千
８
百
万
円
）
に

上
っ
て
い
ま
す
（
図
4
）。
ま
た
、
資

金
不
足
防
止
策
と
し
て
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事

業
を
含
む
長
期
施
設
・
設
備
改
修
計
画
、

長
期
医
療
機
器
購
入
計
画
な
ど
の
長
期

資
金
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

■
田
川
地
域
の
医
療
の
向
上

　

地
域
医
療
構
想
と
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
支
援
す
る
た
め
、
地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
新
設
、
在
宅
医
療

の
体
制
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

田
川
医
療
圏
に
お
け
る
医
療
の
完
結
化

を
目
指
し
、「
田
川
地
域
医
療
機
関
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
協
議
会
」
の
下
で
「
田

川
地
域
医
療
機
関
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
よ
る

医
療
情
報
共
有
」
の
実
現
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

広報たがわ
H28. 11.15号

2
広報たがわ

H28. 11.15号

3


